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はじめに

●防衛力を発揮するためには、装備だけでなく人的基盤を強化することが不可欠で

あり、令和６年１０月、石破総理大臣を議長とする「自衛官の処遇・勤務環境の

改善及び新たな生涯設計の確立に関する関係閣僚会議」を設置しました。

●会議では各閣僚が自衛官確保の重要性を認識した上で、令和の時代に相応しい

処遇の確立に向けて、活発な議論を重ねて、昨年１２月に「基本方針」を取り

まとめました。

●本基本方針では、

１ 処遇改善、

２ 生活・勤務環境の改善、

３ 新たな生涯設計の確立など、

自衛官諸君やご家族などにも密接に関わる

多くの方策を盛り込んでおり、これらを踏

まえ令和７年度予算案に所要の経費を計上

しました。

●防衛大臣として、また、自衛官のＯＢとしても、自らが自衛官諸君の先頭に立ち、

皆さんが誇りと名誉を感じながら、安んじて任務に取り組むことができるよう、

各施策を着実に推進していきます。

●自衛官諸君におかれましては、日々の任務や生活の中で、更なる改善が望まれる

ことなどがあれば、是非、部隊を通じて改善を要望してください。改善は、一過

性ではなく、継続性が重要です。

皆さんからの声の一つひとつが更なる処遇や生活・勤務環境の改善などに繋がり

ます。部隊においても、隊員の声を踏まえ、適切に要望するようお願いします。

令和６年１１月 第２回関係閣僚会議
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出典：首相官邸ホームページ

防衛大臣
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自衛官の生涯年収向上イメージ

① 入隊時の処遇改善

・不慣れな営舎内生活等に対する給付金（指定場所生活調整金（仮称））の新設

（採用後６年間で１２０万円）

・自衛官任用一時金の引上げ

（２２１，０００円 ➡ ３４４，０００円）

・新たな任期制士の創設

（自衛官候補生として採用していた任期制士について、当初から自衛官として

採用することで処遇を改善（令和７年度募集開始、令和８年度採用）） 等

② 現役時代の処遇改善

・令和１０年度に自衛官の俸給表の改定

（速やかに部外の専門家による検討に着手）

・手当の拡充

【新 設】

航空管制官に支給する手当、航空機整備員に支給する手当、野外での訓練等に

従事する隊員に支給する手当の新設 等

【引上げ等】

航空手当、災害派遣等手当の引上げ、特殊作戦隊員手当等の支給範囲の拡大 等

③ 定年の延長

・令和１０年度以降、一般隊員の定年を２歳程度引き上げることを念頭に検討

・６０歳定年について、宇宙、サイバー、医療関係などの分野のうち体力依存度

が低いと認められるものにも拡大することについて検討

④ 知識・技能・経験を活かした再就職先の拡充等

・防衛省・関係省庁の連携による幅広い業界・経済団体等への働きかけ強化

・公的資格取得プロセスの簡素化の促進

・公的部門での退職自衛官の積極的な活用促進

・６５歳までの再就職支援 等

⑤ 若年定年退職者給付金の給付水準の在り方

再就職先の拡充及び再就職賃金の充実を図りつつ、自衛官が将来の不安を

払しょくできる退職後の収入を確保するため、令和８年度から施行することを

目指し、若年定年退職者給付金の給付水準を引き上げることを検討

向上のポイント
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２士で入隊し曹長で退職する者の現行収入のモデルケース

約720

約310

約250

約230

約140

56歳 ～60歳 ～65歳18歳

約350

約560

約370

：自衛官としての給与（年額）

：再就職賃金（年額）

：若年定年退職者給付金（年額）

凡例

単位 ：万円

①

②
③

④

④

⑤

⑤

令和６年１２月２０日、記者会見において基本方針を説明する中谷防衛大臣



空 白
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給与面の処遇改善
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給与面の処遇改善（１／４）

概 要

●令和１０年度に自衛官の俸給表の改定を目指す(速やかに部外の専門家による

検討に着手)

●令和７年度予算案では、過去に例のない３０を超える手当等の新設や金額の引上

げ等の所要の経費を計上
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１ 航空管制官に支給する手当の新設
配置に応じて階級初号俸×１０％又は５％を新たに支給
例：１０％配置の１尉の場合、月額約３．２万円を支給

２ 航空機整備員に支給する手当の新設
対領空侵犯措置を行う航空機を整備する隊員に
日額１，２００円を新たに支給（月額※約２万円）

３ 主要な野外演習等に従事する隊員に支給する手当の新設
３日以上の昼夜連続の大規模な実戦に似た実動訓練・
演習に参加する隊員に日額１，４００円を新たに支給

４ 広域異動する自衛官に支給する手当の新設
任務、作戦環境、気象等が大きく異なる不慣れな地域に異動した自衛官に
日額１，３００円を新たに支給（異動後３年間支給）
例：第３航空団（三沢）から第８航空団（築城）に異動の場合、

月額※約２．６万円、３年間で約９４万円を支給

５ 医療従事者に支給する手当の新設
勤務時間外に医師等が救急外来患者に１時間以上
診療業務を行った場合に日額１８，０００円 ～
６，０００円を新たに支給

６ 募集担当者に支給する手当の新設

自衛隊地方協力本部内の部署等（出張所など）に所属

する隊員が募集等の業務を行った場合に日額５００円

を新たに支給（月額※１万円）

７ 最先任上級曹長に支給する手当の新設

将官を直接補佐する最先任上級曹長に日額５００円を新たに支給(月額※１万円)

新 設

※月額は、手当支給対象業務等に２０日間従事したものとして積算
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１ 航空手当の支給割合の引上げ
・戦闘機等の上限：初号俸×８０％ ➡ ９０％

例：１尉の場合、月額約３．２万円の増加
・その他乗員の上限：初号俸×６０％ ➡ ７０％

例：１尉の場合、月額約３．２万円の増加

２ 航空作業手当の支給範囲の拡大
ナイトビジョンゴーグル装着の飛行に
日額１，０００円～１，６００円を新たに支給

３ 回転翼航空機（ヘリコプター）の搭乗員に対する航空作業手当の引上げ
例：船舶を発着の場として行う飛行：日額８７０円 ➡ １，１００円

４ 災害現場等に派遣される隊員に支給する手当の引上げ
日額１，６２０円 ➡ ２，１６０円

５ 対空警戒対処等手当の支給額の引上げ
弾道ミサイル等の破壊措置の際に、行動命令に基づき
目的地に展開した高射部隊等に支給する対空警戒対処等手当を引上げ
例：弾道ミサイル対処のための展開して行う対処業務：

日額１，１００円 ➡ １，５００円

６ 対空警戒対処等手当の支給範囲の拡大
弾道ミサイル等の破壊措置のための準備命令期間中に
機動展開等を行う隊員を支給範囲に追加

７ 俸給の特別調整額と配置手当の差額の調整方法の見直し
他の手当の算定基礎になっている俸給の特別調整額（以下「管理職手当」とい

う。）と乗組手当等を受給する自衛官については、俸給、管理職手当及び乗組
手当の合計額が上限額（指定職２号俸）を上回る場合、管理職手当から優先し
て減額調整されるところ、乗組手当等から減額することにより、従前より給与
総額を引き上げる見直し（処遇の適正化）。

給与面の処遇改善（２／４）

拡 充
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８ 特殊作戦群の隊員に支給する手当の引上げ
初号俸×４９．５％等 ➡ ６５％等
例：１尉の場合、月額約５万円の増加

９ 空挺団の隊員に支給する手当の引上げ
初号俸×３０．２５％等 ➡ ３３％
例：１尉の場合、月額約１万円の増加

10 特別警備隊の隊員に支給する手当の引上げ
初号俸×４９．５％等 ➡ ６５％等
例：１尉の場合、月額約５万円の増加

11 冬季遊撃に関する課程教育中の隊員にも手当を支給

レンジャー作業手当の支給範囲を拡大し、日額２，９００円を新たに支給

12 情報収集・分析を行う隊員にも手当を支給

対空警戒対処等手当の支給範囲を拡大し、作戦情報隊で対領空侵犯及び弾道

ミサイル等措置に係る情報収集・分析を行っている隊員に

日額１，０００円を新たに支給（月額※２万円）

13 特殊な任務を行う通信隊の隊員にも手当を支給

対空警戒対処等手当（レーダーサイト勤務手当）の

支給範囲を拡大し、土佐清水分屯基地及び奄美大島

分屯基地に勤務する隊員に日額１，２００円を新た

に支給（月額※約２．４万円）

14 各自衛隊サイバー専門部隊等の隊員にも手当を支給

特殊作戦隊員手当（初号俸×１０％）を新たに支給

例：１尉の場合、月額約３．２万円

給与面の処遇改善（３／４）

拡 充（続き）

※月額は、手当支給対象業務等に２０日間従事したものとして積算



15 夜間勤務者に支給する手当の拡大

新警備システム導入による警備体制強化に伴い、

新システムを用いて監視等に従事する職員に

夜間特殊業務手当の支給範囲を拡大

16 東シナ海で警戒監視任務を行う隊員に支給する手当の拡大

海上警備等手当の支給範囲を拡大し、日額１，１００円を

新たに支給（月額※ ２．２万円）

17 統合作戦司令部で勤務することとなる隊員にも手当を支給

本府省業務調整手当の支給範囲を拡大し、階級等に応じて、

月額４１，８００円(１佐以上)～月額７，２００円(３曹以下）を新たに支給

18 夜間勤務者に支給する手当の拡大

情報作戦集団（仮称）の新編に伴い夜間特殊業務手当の支給範囲を拡大

19 海上自衛官全員に貸与する夏用制服を２着から３着に増加

20 その他の手当等の拡充

・元自衛官の採用時に、自衛官の経験年数等を踏まえより高い初任給を可能に

例：月額約２６万円 ➡ 約３４万円（自衛隊在職期間合計２２年、１曹昇任後２年で

依願退職、２年間の民間経験を経て再度１曹で再入隊の場合）

・新制度「幹部候補曹」にふさわしい初任給を設定可能に

部内選抜のみならず部外からも中堅幹部候補となる要員を採用するため、任

用区分を多様化し、募集対象者の選択肢を広げ、大卒者等を含む採用者層の

拡大を目的とした新たな幹部自衛官の任用制度を創設

（令和８年度から採用開始）

拡 充（続き）

給与面の処遇改善（４／４）

※月額は、手当支給対象業務等に２０日間従事したものとして積算 10



士の処遇改善
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１ 新たな任期制士の創設

自衛官（２士）として入隊する一般曹候補生より初任給が低く抑えられている

自衛官候補生について、当初から自衛官として採用し、一般曹候補生と同等の

処遇に改善（令和８年度から採用開始）

２ 指定場所生活調整金（仮称）の新設

営舎内又は艦艇内に居住する限り、採用から６年経過するまでの間、

新たに１年ごとに２０万円（総額１２０万円）を支給

３ 自衛官任用一時金の引上げ

自衛官候補生が２士に任官する際に支給する自衛官任用一時金を引上げ

（現 行）２２１，０００円

（引上げ後）３４４，０００円（約１．６倍）

概 要

●自衛官候補生として採用している任期制士について、当初から自衛官として

採用する新たな任期制士を創設し、自衛官候補生の身分を廃止

（令和８年度から採用開始）

●士の入隊後１年目の年収は、令和６年度（当初）と比較して、令和７年度は

６０万円以上の増加（人事院勧告による給与の増加分を含む）

●任期満了後、大学等に進学する場合の給付金の引上げに加え、支給対象を拡大
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４ 進学支援給付金の拡充

・任期満了後、大学在学期間中に即応予備自衛官、予備自衛官に任官した場合に

申請・支給される進学支援給付金を引上げ

【予備自衛官】

（現 行） 年 額 ４８，０００円

（引上げ後） 年 額 ３５６，０００円（約７．４倍）

【即応予備自衛官】

（現 行） 年 額 ２９１，０００円

（引上げ後） 年 額 ５３５，８００円（約１．８倍）

・支給対象の拡大

（現 行）大学

（拡 大 後）大学、大学院、短大（専攻科）、高専（専攻科）、

専門学校（４年制）

５ 自衛隊奨学生制度※の拡充

学資金の引上げ：（現 行）月額 ５４，０００円

(引上げ後）月額 ８０，０００円（約１．５倍）

（年額９６０，０００円）

※大学（短期大学、大学院を含む）、高専、専門学校又はこれらの学校に相当する外国の学校に
おいて、理学、工学、文学（語学）又は法学を選考している者（今後、専攻しようとしている
者を含む。）で、卒業（終了）後その専攻した学術を活かして引き続き自衛隊に勤務する意思
を持つ者に対し防衛省より学資金が貸与される制度



予備自衛官等の処遇改善

13

１ 予備自衛官等に支給する手当の引上げ等

・予備自衛官

１任期（３年）あたりの支給額：

（現 行）約２７万円

（改定後）約６８万円（約２．５倍）

概 要

●予備自衛官の予備自衛官手当は約３７年振り、訓練招集手当は約３０年振りに
引上げ

●即応予備自衛官の即応予備自衛官手当及び訓練招集手当は、平成９年度の制度
導入後、初めての引上げ

●勤続報奨金については、予備自衛官は新設し、即応予備自衛官は引上げ

区 分 現 行 改定後

予備自衛官手当 ４，０００円／月

（４８，０００円／年）

１２，３００円／月

（１４７，６００円／年）

訓練招集手当 ８，１００円／日

（４０，５００円／５日）

１１，０００円／日

（５５，０００円／５日）

勤続報奨金 － ７０，０００円／３年【新設】



14

・即応予備自衛官

１任期（３年）あたりの支給額：

（現 行）約１６３万円 ～ 約１９７万円

（改定後）約２４２万円（約１．５倍）～ 約３２５万円（約１．６倍）

２ 予備自衛官等本人が事業主等である場合の支援

３ 進学支援給付金の拡充（再掲）
・任期満了後、大学在学期間中に即応予備自衛官、予備自衛官に任官した場合に

申請・支給される進学支援給付金を引上げ
・支給対象の拡大

区 分 現 行 改定後

即応予備自衛官

手当

１６，０００円／月

（１９２，０００円／年）

１８，５００円／月

（２２２，０００円／年）

訓練招集手当

（階級に応じて）

１０，４００円／日～

１４，２００円／日

（３１２，０００円／年～

４２６，０００円／年）

１７，１００円／日～

２６，３００円／日

（５１３，０００円／年～

７８９，０００円／年）

勤続報奨金 １２０，０００円／３年 ２１５，０００円／３年

区 分 支給額

雇用企業協力確保給付金
（予備自衛官等の使用者に対する給付金）

日額３４，０００円/人

予備自衛官事業継続給付金（仮称）
（事業を営む予備自衛官等に対する給付金）

日額３４，０００円/人

即応予備自衛官雇用企業給付金
（即応予備自衛官を雇用する企業に対する給付金）

月額４２，５００円/人

即応予備自衛官育成協力企業給付金
（即応予備自衛官を志願する一般公募予備自衛官※１

を雇用する企業に対する給付金）

一括支給※２

５６０，０００円/人

【新設】

※１ 予備自衛官補（一般）から予備自衛官に任用された者
※２ 即応予備自衛官に任用された場合に支給



空 白
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生活・勤務環境の改善
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隊舎・庁舎等の整備

概 要

予算推移

改善・魅力化

北恵庭駐屯地【陸】

●隊員の生活・勤務環境に直接関わる隊舎及び庁舎のうち、約１，４００棟は旧耐

震基準

●令和６年度までに約５００棟の建替・改修等に着手

●令和７年度予算案では新たに約２００棟の建替・改修等に着手予定

江田島地区【海】

～ before ～ ～ after ～

昭和３３年度建設

三沢基地【空】

浴 室

洗濯場

17

会議室

トイレ

単位：億円

昭和１７年度建設

洗面所

脱衣室

昭和３２年度建設



隊舎居室（個室化）

概 要

改善・魅力化

●既存隊舎の居室は、パーテーションなどによる間仕切りで個室化し、陸自は

令和７年度に、海自・空自は令和１０年度までに完了予定

～ before ～

18

（参考）新設隊舎のイメージ

個室 準個室

～ after ～

設計段階から個室化

既存隊舎の施工例



トイレ

シャワー室・浴場

改善・魅力化

改善・魅力化

～ before ～

～ after ～

●和式を好む隊員向けを除くすべてを

洋式化

●令和７年度予算案で完了予定

多機能トイレの設置

～ after ～

増設

概 要

増 設 独立個室型脱衣所

（イメージ）

（イメージ）

～ before ～

～ after ～
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改修前改修前

改修後

～ before ～ ～ after ～

和式 洋式便器（洗浄機能付）

老朽化

概 要

●老朽化等に伴う改修

●混雑緩和のためシャワー

ヘッドを増設（陸自）



洗面所

洗濯場

改善・魅力化

～ after ～

～ before ～

●老朽化に伴う改修
●混雑緩和のため洗面台を増加

～ before ～ ～ after ～～ after ～～ before ～

20

～ after ～～ before ～

改善・魅力化

●混雑緩和のため洗濯機の設置数を増加

●陸自において累積している洗濯機等の損耗更新は令和７年度予算案で完了

予定（海自及び空自は毎年度発生する損耗更新を実施予定）

温水機能付

温水機能付



空調設備・エアコン

概 要

改善・魅力化

●不具合が生じている隊舎・庁舎等の空調機の改修等は令和７年度までに完了予定

●全館空調がない隊舎等への個別空調機の設置は、陸自は令和７年度予算案で、

空自は令和８年度に完了予定（海自は毎年度発生する損耗更新を実施予定）

空調機のレンタル

冷暖房設備が故障した際は、レンタル等
により柔軟に対応

21

窓用エアコン冷風機床置型空調機

～ after ～

個別空調機

故障していた空調機の更新

～ before ～ ～ after ～



女性区画の整備

概 要

改善・魅力化

トイレ 浴 場 洗面所 安心・安全
サニタリー
ボックス

テンキー式ドア
ロックや防犯カ
メラを設置

女性が乗艦する
全艦艇に自動処
理機能付サニタ
リーボックスを
設置

～ after ～

～ before ～

● 現状
１Ｆ大便器×３ （女性用）
２Ｆ大便器×３（男性用）
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ﾌ゚ ﾚﾊﾌ A゙

ﾌ゚ ﾚﾊﾌ B゙

● 現状
１Ｆ大便器×３ （女性用）
２Ｆ大便器×３（男性用）
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ﾌ゚ ﾚﾊﾌ B゙

和 式

洋式化(機能向上)

予算推移

●防衛省・自衛隊は、女性自衛官の積極的な採用・登用に取り組んでおり、令和

１２年度までに１２％以上まで増加させる計画

●この計画に合わせて、隊舎・庁舎の女性用区画の整備、女性用トイレや浴場等の

整備、艦艇の女性用区画の整備などを積極的に推進

老朽化

改修後 22

58 57

139 164
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単位：億円

ドアロック

防犯カメラ

女性用区画セキュリティの例

老朽化

設置後改修後 設置後

サニタリーボックス



通信環境（Wi-Fi等）

23

概 要

●Ｗｉ－Ｆｉなどによる通信環境の整備を拡大

●これまでの厚生棟や僻地・離島の生活隊舎のみの設置から、それ以外の駐屯地・

基地における生活隊舎の自習室等に拡充

●海自水上艦では、これまで食堂などの共用区画に限られていた番組・動画等の

視聴やメール送受信を居住区画にも拡充。更に、遠洋航海において

インターネットの閲覧等ができるよう通信環境を改善

陸上自衛隊

１ 令和２年度から、令和４年度にかけて、全ての駐屯地・分屯地の厚生施設に整備

２ 令和６年度から、生活隊舎の共用区画への整備に着手

３ 令和７年度末までに、全ての生活隊舎の共用区画に１カ所以上整備予定

生活隊舎（陸上自衛隊） 無線ＬＡＮ環境を活用して勉学する隊員

航空自衛隊

１ 令和２年度から、僻地・離島の生活隊舎の共用区画への整備に着手

２ 令和７年度から、その他の基地の厚生棟及び生活隊舎の共用区画への整備に

着手（令和８年度整備完了予定）

無線ＬＡＮ環境を活用してメールする隊員生活隊舎（航空自衛隊）



海上自衛隊

【基地等の通信環境】

１ 令和６年度に全ての基地の厚生棟及び僻地・離島の生活隊舎の共用区画に整備

完了

２ 令和７年度までに全ての生活隊舎の共用区画に整備予定

携帯電話で番組等を視聴する隊員
衛星インターネットサービス

「スターリンク※」

【艦艇の通信環境】

１ 令和５年度から、共用区画に加え、居住区画において、乗員のスマートフォン

等から録画映像を視聴できる環境の整備に着手（令和７年度整備完了予定）

２ 令和６年度から、共用区画に加え、居住区画において、家族等とのメールの

送受信ができる環境の整備に着手（令和８年度整備完了予定）

３ 令和７年度から、インターネットが利用できる環境の整備に着手

（令和９年度整備完了予定）

24

※ ⽶スペースＸ社の衛星インターネットサービス

【遠洋航海における乗員アンケート結果】

１ 令和６年度、遠洋練習航海において「かしま」、「しまかぜ」に

「スターリンク」を搭載してインターネットができる環境を試行

２ 遠洋においても、ＳＮＳや家族との通話、インターネットの閲覧が可能

となり、乗員からは高い評価

✔ 艦艇内での生活の質が向上した：９４％
✔ ストレス軽減に役立った ：９３％
✔ 勤務意欲の向上に繋がった ：９１％
✔ 自衛官の募集に繋がる ：８６％

（そのほかの隊員の声の紹介）
・若い世代はスマートフォンは欠かせないツールなので今後も継続してほしい。
・艦内では携帯電話が使用できないというイメージが払拭された。
・家族等といつでも連絡ができる安心感と良好な関係の構築に繋がる。
・父が他界し残された母を心配したが、テレビ電話等でリアルタイムで励ますことが
できた 等

乗員アンケート
（約５５０名）



艦艇乗員の生活・勤務環境の改善

概 要

●新型ＦＦＭやイージス・システム搭載艦などの新型艦において、個人空間を確保

●また、停泊中における乗員待機所の拡充や、通信環境の改善（既述）などを進め、

艦艇乗員の生活・勤務環境を改善

～ before ～

改善・魅力化

停泊中における乗員の疲労回復を目的として、一部の総監部地区に艦艇乗員待機所を整備

艦艇乗員待機所を拡充し、艦艇乗員の生活・勤務環境を改善

～ after ～

新型ＦＦＭの居住区をカプセルベッド仕様に変更し、
プライバシーの確保、快適性の向上

～ before ～ ～ after ～

既存艦艇の寝台 カプセル寝台（イメージ）

乗員待機所（呉）

個 室ユニットバス付 宅配ＢＯＸ

～ before ～
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寝具等

改善・魅力化

〈更新〉

〈規格見直し〉

⃝マットレス
✓ 体圧分散機能
✓ 高い通気性
✓ 軽量
⃝カバー
✓ 洗濯可能
✓ 抗菌防臭加工
⃝敷きパッド
✓ 接触冷感
✓ 温感
⃝まくら
✓ 低反発

蒸れにくい通気性

予算推移

26

4 7
18

26

0

20

40

R4 R5 R6 R7

単位：億円

概 要

●陸自において累積している寝具等の損耗更新は令和７年度予算案で完了予定

（以後、各自衛隊は毎年度発生する損耗更新を実施）

●マットレス等の規格の見直し等により、引き続き生活環境の改善を推進

シーツまくら掛け布団 毛 布

（イメージ）

（イメージ）

まくら

敷きパッド



概 要

予算推移

改 善

27
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●各自衛隊において、隊員が職務を遂行する上で必要不可欠なトイレットペーパー

やガムテープ等の日用品や事務用品の所要量が確保できるよう、所要額を確実に

計上

✔良好な隊員の生活・勤務環境の実現に向けて所要量を確保します。

✔各自衛隊に対し、半期ごとの定期的な日用品等の購入等の調査・報告を

義務づけるフォローアップ体制を構築しています。

※日用品等とは…官費で購入することが適当と考えられる日用品及び事務用品をいう。

ただし、隊員が個人的な嗜好等により自主的に購入しているものを除く。

⇒令和２年度下半期以降、

日用品等の自費購入等は確認されておりません。

単位：億円

日用品



〈数量見直し・仕様改善〉

被 服

概 要

予算推移

改善・魅力化

●隊員が日ごろから身に着ける制服や作業服といった被服等については、隊員が

その能力を発揮し各種任務を遂行するため、使用実態に応じて適切に整備

●令和７年度予算案においては、更新所要のある被服等の更新を行うとともに、

隊員からの要望が多かった手袋及び靴下の数量の増加や仕様の改善を実施

63
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単位：億円

戦闘靴（一般用）

くぎ・突起物から足を防護する性能を改善

踏み抜き防止性能

600 N以上
踏み抜き防止性能

1,100N以上

作業外被

デザインを改善

～ before ～ ～ after ～

雨具 半長靴４型防寒戦闘服

28
防水透湿素材の仕組み

✔雨天でも快適なゴアテックス等の防水透湿素材 ✔高性能な作業服（戦闘服）

市販品の迷彩

昼間 夜間
赤外線画像
（目立つ）

夜間
赤外線画像

（目立たない）

官品の迷彩

✔手袋
滑りにくさとフィット感を持った作業性
の高い革手袋１組を追加で支給

支給数 ２組→３組

✔靴下
耐久性、快適性等を改善した上で、２足
を追加で支給

支給数 ４足→６足

手袋・靴下(イメージ)
【イメージ】

又は

ＭＡ－１ ジャケット型



食 事

予算推移（糧食単価）

改善・魅力化

920 947 978 
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単位：円

～ after ～～ before ～
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概 要

●自衛隊の糧食費については、隊員が１日に摂取すべきカロリーや栄養素を定めた

栄養摂取基準をもとに、食材の物価上昇等を考慮した上で糧食単価を算定し、

必要な予算を確保

●令和７年度予算案では、糧食のより一層の魅力化を図り、１日あたりの単価を

１，０４８円に増額

✔地元産品を活用したメニュー

✔我が国の水産物の消費拡大

補足：糧食単価は１，０４８円（Ｒ７年度）であるが、市中の飲食店の原価率を約４０％として換算した場合の
１日あたりの単価は２，６２０円に相当



トレーニング備品

自動化（草刈り機）

概 要

改善・魅力化

●隊員から更新等のニーズが多い身体機能の向上や体力維持・増進のための

トレーニング備品の更新等を推進

概 要

改善・魅力化

●自動草刈機（無人化やラジコン型）の導入により、隊員の負担を軽減

●令和５年度以降、各自衛隊に導入し、航空自衛隊は令和７年度に導入完了予定

（陸上・海上自衛隊は引き続き部隊の要望に応じて導入を推進）

イメージ

イメージ
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～ after ～

～ before ～

イメージ
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宿舎の老朽化対策

概 要

改善・魅力化

✔浴室（給湯設備）の改善

✔キッチンの改善

予算推移

✔換気扇・網戸の整備

✔洗面所の改善

～ after ～

～ before ～

✔和室から洋室に改善

～ before ～

～ before ～

～ after ～

～ after ～

（洗濯機の設置台も取付け）

～ before ～

～ after ～

～ before ～

～ after ～

✔ベランダの改善

単位：億円

〇大規模改修： 築４０年を目途に行うリノベーションなどの大規模な全面改修

〇中規模改修： １０年程度の周期で行う外壁、内装などの改修を１～２つ程度実施する中規模な部分改修

～ after ～～ after ～

※写真は改善の例

●宿舎の老朽化対策は、大規模・中規模改修や建替えなどをスピード感をもって

計画的に推進

●また、改修等にあわせて住宅設備の充実なども推進

●令和６年度までに約６千戸の大規模・中規模改修に着手※

●令和７年度予算案では新たに約３千戸の大規模・中規模改修及び建替えに着手

予定

※ 戸数は防衛力整備計画期間における着手数



廠（しょう）舎

概 要

改善・魅力化

●経年による老朽化が著しい廠舎※の建替え等を部隊の意見等を踏まえ推進

●令和４年度までに３棟の整備を完了し、令和６年度は３棟の建替えに着手

～ before ～ ～ after ～

廠舎の例
（老朽化）

大高根演習場(S51建設)

関山演習場(S53建設)

北富士演習場(S53建設)

共同のトイレ 劣化した浴室 トイレの増設 シャワー・浴室の設置
（女性用）

建替えイメージ

令和６年度、建替に着手

令和６年度、建替の設計に着手

令和６年度、建替の設計に着手

32

然別演習場(R1建設)

トイレの設置
（女性用）

※ 訓練中の部隊等が宿泊する施設



空 白
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参考資料

●ご家族へのご説明、あるいは隊員自主募集などにご活用ください。
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